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テーマ︓⾦沢⼤学における正課を活⽤したリスキリング教育
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正課を活用したリスキリング教育
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○ はじめに

• リカレント教育とリスキリング

• リスキリングが求められる背景

• リカレント教育に関する金沢大学の取組み

• 金沢大学が提供するリカレント教育・リスキリング



リカレント教育とリスキリング

► 公式に定義が決まっているわけではない

「リカレント教育」とは、元来はいつでも学び直しができるシステムという広い意味を

持つものであるが、本議論の整理では、キャリアチェンジを伴わずに現在の職務を遂行

する上で求められる能力・スキルを追加的に身に付けること（アップスキリング）や、

現在の職務の延長線上では身に付けることが困難な時代のニーズに即した能力・スキル

を身に付けること（リスキリング）の双方を含むとともに、職業とは直接的には結びつ

かない技術や教養等に関する学び直しも含む広義の意味で使用する。

（第11期中央教育審議会「生涯学習分科会における議論の整理」より）

リカレント教育

社会変化への対応や自己実現を図るための
以下を内包した社会人の学び直し

リスキリング

時代のニーズに即して職業上新たに
求められる能力・スキルを身に付けること

アップスキリング

現在の職務を遂行する上で求められる
能力・スキルを追加的に身に付けること

職業とは直接的には結びつかない技術や教養等を身に付けること

出典：文部科学省資料「大学等がリカレント教育に取り組む意義と推進に向けた方向性」
(https://www.mext.go.jp/content/240510-mxt_syogai03-100000261_1.pdf)を元に編集



リスキリングが求められる背景

► 社会に出た個人は学ばない傾向が強い

- 社外学習・自己啓発を行っていない個人の割合は半数近くで、諸外国と比較しても不十分
- 日本企業のOJT以外の人材投資（GDP比）は、諸外国と比較して最も低く、低下傾向

（出所）パーソル総合研究所「APAC就業実態・成長意識
調査（2019年）」を基に経済産業省が作成

（出所）学習院大学宮川努教授による推計（厚生労働省「平成30
年版労働経済の分析」）を基に経済産業省が作成

出典：経済産業省「第1回未来人材会議」（2021年12月7日）資料を元に編集
 (https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/mirai_jinzai/pdf/001_04_00.pdf)



金沢大学未来ビジョン「志」とリカレント教育への取組み

金沢大学未来ビジョン 志 

3 

金沢大学未来ビジョン「志」における
27のミッション

教育：社会の中核的リーダーたる

“金沢大学ブランド人材”の輩出

◆ 社会との和の創造と深化
"金沢大学ブランド人材”の育成・輩出に

向け、多様な学生を入学から卒業・修了

後まで一貫して支援します。学生と大学、

学生間、学生と社会との和を強化します。

■卒業・修了後も含めたキャリア
支援の充実
学生の専門的知見の伸長に加え、新たな

社会で必要とされる知識・知恵・スキル

を醸成するための社会との連携を強化し

ます。卒業・修了後も学び続ける者等、

多様なニーズに応じ、リカレント教育を

充実します。



金沢大学が提供するリカレント教育・リスキリング

► 単位認定を伴わない正課外講座

• 金沢大学オープンアカデミー(KOA)

⁃ 金沢大学公開講座

⁃ 能登里山里海SDGsマイスタープログラム

⁃ 社会人向けリカレント教育講座
✓ 「大規模データ取得・管理・活用を進める技術人材」育成プログラム

✓ メディカルスタッフのための未来キャリア創造プログラム

⁃ ビートルズ大学

► 単位認定を伴う正課授業

• 金沢大学リスキリングプログラム NEW

正課の授業科目によるリスキリングプログラム

• 科目等履修生

⁃ 一般向け

⁃ 高校生向け NEW

高大接続・先取り履修

• 大学院課程



○ 金沢大学リスキリングプログラム

• プログラムの概要

• プログラムのメリット

• スケジュール・修了要件・受講料等

• 令和６年度開講のリスキリングプログラム一覧

• Webサイト



金沢大学リスキリングプログラムの概要

► 正課を活用したリスキリングプログラム

• 分野や目的に応じて，大学・
大学院での正課授業科目を体
系的に編成したプログラムを
提供

• 基幹教育を含めた主な教育分
野ごとにプログラムを設置

• 単位認定されている正課科目
をパッケージ化



金沢大学リスキリングプログラムのメリット

► 業務に必要な知識や技術が修得できる

• 幅広い分野からプログラムを選択できるため、業務で新たに必要
になったスキルを獲得し、社会に貢献することができます。

► 体系的なプログラムにより能力が向上できる

• 過去に学修したことの学びなおしや、近接分野を学修することで
資格保持者のスキルアップにも役立ちます。

► 修了(学修歴)証明が発行される

• プログラム修了者に発行されるオープンバッジにより、新規スキ
ルの獲得や能力向上を対外的にアピールできます。

► 入学した際には早期卒業・早期修了につながる

• 学士課程または大学院課程に入学した際に、修得した単位が既修
得単位として認定された場合は、学修や研究に専念できる時間が
増え、早期卒業または早期修了につながります。



スケジュール・修了要件・受講料等

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

•

次
年
度
募
集
要
項
公
開

•

前
期
入
学
手
続
（
下
旬
）

•

前
期
出
願
期
間
（
上
旬
）

•

後
期
出
願
期
間
（
上
旬
）

•

後
期
入
学
手
続
（
上
旬
）

►年間スケジュール

►選考

• 書類選考，面談

►プログラム修了要件

• ６単位以上を修得（履修期間：６ヶ月〜１年を想定）

►受講料等

• 検定料 9,800円

• 入学料 28,200円

• 1単位につき 14,800円 (例: 6単位履修する場合 88,800円）

Ｑ１ Ｑ２

前期

Ｑ３ Ｑ４

後期



令和６年度開講のリスキリングプログラム一覧

課程 プログラム名 プログラム設置部局 概 要 開講期

B
英語プラスワン実践外国語Ⅰ 国際基幹教育院

外国語教育系
英語を使って日常的な事態に自信を
持って対処することや、英語以外の言
語(中国語・朝鮮語・ドイツ語 のうち
一言語)で外国の方とカタコトの会話
ができるようになるための講座

Q1,Q2

B
英語プラスワン実践外国語Ⅱ 国際基幹教育院

外国語教育系
Q3,Q4

B
文理融合データサイエンスプログラム 融合学域 データサイエンスの基礎となる数理的

基礎及び統計理論を学ぶ．
Q1,Q2

Q3

B
企業経営プログラム 人間社会学域    法学類・経済

学類・地域創造学類
企業経営 に関連する基礎的・実務的
な考え方や手法を学ぶ

Q1,Q2 
Q3,Q4

B
人間行動の⼼理学（基礎）プログラム 人間社会学域

人文学類
⼼理学の概要について学び，より発展
的な内容を学ぶための基礎をつくる

Q1,Q2
Q4

B
人間行動の⼼理学（応用）プログラム 人間社会学域

人文学類
⼼理学の応用領域として，臨床⼼理学
の概要について学ぶ

Q1,Q2
Q3,Q4

B
高等学校教員免許「情報」基礎科目
プログラム

理⼯学域
数物科学類

高一種(情報)の教員免許取得、現役の
情報科教員のリスキリング

Q1,Q2
Q3,Q4

B
AI & IoT プログラム 理⼯学域

電⼦情報通信学類
AIおよびIoTの技術と、それらに関連
するトピックについて学ぶ

Q1,Q2
Q3,Q4

M
次世代省エネルギー技術プログラム 自然科学研究科

電⼦情報通信学専攻
電気エネルギー・電⼦デバイス・半導
体電⼦⼯学に関連する専門科目

Q1,Q2
Q3,Q4

M
創薬科学研究者育成プログラム 医薬保健学総合研究科

創薬科学専攻
創薬科学分野の基礎から応用に至る幅
広い知識と国際的視野を学ぶ

Q1,Q2
Q3,Q4

B·M
ヘルスデータサイエンスプログラム 医薬保健学域保健学類

医薬保健学総合研究科保健学専攻
医学・保健学領域のデータサイエンス
の実践的かつ包括的な教育を提供

Q1,Q2

※ Bは学士課程科目，Mは博士前期課程科目により構成される．



Webサイト

• https://kureskilling.w3.kanazawa-u.ac.jp



・チラシ



○ 意見交換

• 本学のリスキリングプログラムのついてのご意見やご要望

• 大学が提供するリスキリングプログラムのあり方

1) 大学ならではの付加価値とは？

2) 社会・組織・個人に望まれるプログラムとは？



■テーブル︓Ｂ■

テーマ︓⼤学の防災・復興⽀援活動と教育



令和６年度 ステークホルダー協議会 2024年11月1日（土）

分科会

大学の防災・復興支援活動と教育

ファシリテーター

学長補佐 佐川 哲也

学長補佐 本所 恵.



令和６年能登半島地震に対する対応

附属病院の活動

ボランティア

・DMAT派遣(1/1-3), 指揮所設置(1/4-22)
・能登で診察、医療支援、患者さん受入

・金沢大学ボランティアさぽーとステーション
・被災児童生徒に対する学習支援

能登里山里海未来創造センター
・オール金沢大学で被災地に寄り添う
・中長期的視点による創造的復興

被災学生への支援

• ワンストップ相談窓口（休日も対応）
• 家計急変に関する緊急学生支援金
• 被災学生の授業料免除、宿舎提供
• こころのケア専門チームKEYPAT

• 学生・留学生・教職員の安否確認（C-SIREN）
• 大学Webサイト特設ページに情報集約



金沢大学ボランティアさぽーとステーション

2011年3月東日本大震災後に発足

●災害ボランティア
2011年～東北派遣48回
2019年～岡山派遣1回
2019年～長野派遣3回
2022年～小松派遣3回
2023年～津幡派遣1回

●写真洗浄
●地域防災教育
●被災地スタディツアー

避難所での
生活支援

その他支援

災害派遣

傾聴ボランティア

主な活動 令和６年能登半島地震での主な活動



被災小中高校生への学習支援
輪島市、珠洲市、能登町の中学生（希望者）が
白山市、金沢市に集団避難・生活（1-3月）

• 集団避難中学生への学習支援（白山市）
• 保健室活動支援（金沢市）（養護教諭特別別科）
• 被災高校生の学習支援（石川県文教会館）

珠洲市で学びの支援（8月）
小中学校での学習支援・放課後子ども教室

学生へのインストラクション
• ボランティア登録（保険加入）
• 「災害ボランティアの心得・準備」（武田公子教授）
• 「学習支援ボランティアに携わる際の留意点」（原田克巳准教授）



大学による学生ボランティア支援環境

• 学内予算の確保，助成金申請補助，予算執行管理

• ボランティア活動登録フォーム管理，保険加入業務
• ボランティア活動に要する備品・消耗品の調達
（ファン付作業服，ビブス，長靴，等々）
• HPでのボランティア活動に関する情報発信
• 被災地での運転支援者の協力要請，旅費支給手続き

• 動画作成「震災復興支援作業における個人防護の注意点」
（所正治教授（国際感染症制御学））

経済的支援

活動支援

その他



能登里山里海未来創造センター

Noto 
Resilience and 
Revitalization 
Center

学内の様々な部局・組
織と連携し、
オール金沢大学で被災
地に寄り添い、
震災からの復旧・復興
および支援に全力を尽
くします



令和６年能登半島地震金沢大学合同調査チーム
KUD ― Kanazawa University Disaster investigation team



調査・支援活動報告
令和６年能登半島地震調査・支援活動報告会

• 第１回 2/3
• 第２回 4/21
• 第３回 7/21



防災・復興人材特別プログラム（令和７年度〜）

災害、復旧・復興、防災・減災に関する科学的知見の学修により身につけた科学的、
倫理的及び実証的な力をもって、被災地の復旧・復興に貢献し、広く我が国や世界の
防災・減災に活躍できる高度人材の育成
既存の「防災学入門」（2単位）での防災士養成に加えて、「防災・復興学入門Ａ／
Ｂ」（2単位）等の新設により、金沢大学で養成する防災士資格取得者数を倍増予定

目的

学士課程プログラムの教育課程

9

プログラム開設学域・学類・研究科



KUGS特別入試防災•復興人材選抜（令和7年度〜）

求める人材

導入学類出願資格

下記いずれかを満たすこと
• 金沢大学KUGS高大接続プログラム修了
• グローバルサイエンスキャンパス事業
（GSC) の第一段階、または
次世代科学技術チャレンジプログラム事業
の研究計画策定段階修了

• 入学前教育の受講

防災・復興への勉学意欲及び能力・資質を有する人材

入学者選抜方法
大学入学共通テスト及び個別学力検査等（口述試験）

[計19名]



■テーブル︓Ｃ■

テーマ︓産学連携における現状と未来への取り組み



令和６年度ステークホルダー協議会

分科会 ：グループC
テーマ ：産学連携における現状と

未来への取り組み
意見交換：14:45-16:00



【分科会テーマ】

産学連携における現状と未来への取り組み

【概要・趣旨】

金沢大学では、世界トップレベルの研究展開と拠点
形成を通して、「社会との共創」や「研究成果の社会
実装」などによる社会貢献を志している。
本分科会では、本学の産学連携活動について、他大

学と比較した現状分析を報告する。現在の課題とそれ
に対する取り組み案を議論するとともに、本学の産学
連携活動へのご要望やご意見を広く伺い、産学連携に
関する大学戦略の未来像を探る。

【ステークホルダーの皆様にお伺いしたいこと】

・大型共同研究の促進に向けて本学に何が足りないか？
・本学の産学連携活動に関するご意見やご要望



我が国の科学技術と成長戦略（2018年度～）

行政機関
首相、関係省庁の
大臣
（+事務方）

経済界トップ
（経団連、民間シ
ンクタンク）

学識者
（国公私立学長、日
本学術会議、政策
研究大学院など）

内閣府において、過去の延長線上の政策では世界に勝てない
との認識の下、基礎研究から社会実装までを一気通貫する年
次戦略として「統合イノベーション戦略」を策定している。



統合イノベーション戦略2023



1 統合イノペーション戦略2024における3つの基軸 I 
• 

●重要分野の戦略的な推進
• AI、フュー ジョンエネルギー、量子、

バイオ、マテリアル等の研究開発等
・ デジタル社会インフラとしての半導体生

産基盤確保・研究開発、情報通信
インフラ整備、Beyond SG (6G)等
の推進

·疇・医療、宇宙、海洋、食料・農林
7這、環境エネルギー分野の推進

● 経済安金保障等に係る取組強化
• K Programによる継続的な支援
・ 大学や研究機関における研究セキュリ
ティ ・ インテグリティの確保

・ シンクタンクの本�的な設立準備を
はじめとする調査研究機能の強化

●研究開発・社会実装の推進
•総合知を活用した価値創造の推進
・ 自動化 ・ 省力化や防災 ・ 減災に資する

科学技術の社会実装の推進

• SIP第3期とBRIDGEの一体的運用
による研究開発 ・ 社会実装の加速、
ムーンショット型研究開発制度の推進

l 知の基盤（研究力）と人材育成の強化 l
● 大学ファンド、地域中核大学等

• 国際卓越研究大学の認定、10兆円
規模の大学ファンドの運用益による助成、
次回公募の開始

・地域中核•特色ある研究大学総合
振興パッケー ジによる支援

• 国研の機能強化に向けた研究基盤・
人材の充実、国研間の連携強化等

・ 研究に打ち込める研究環境の実現、
大学等の基盤的経費や科研費等の
競争的研究費を通じた研究力強化

●研究施設強化、オープンサイエンス
・ 先端大型施設の高度化、産学による

活用の推進
・ 公的資金による学術論文等のオ ープン
アクセス、研究データの管理・利活用等の
推進

● 人材育成、教育の充実
•若手女性研究者及び博士人材の活躍

促進・場の創出、博士課程学生支援
・ 教育・人材育成政策パッケー ジに基づく

探究•STEAM教育を社会全体で支える
ェコシステムの確立等

●研究開発型スタートアップ支援
• SBIR制度等を通じた支援の充実
・ スタートアップからの公共調達の促進

●都市・地域・大学等の連携

・グロ ーバル ・ スター トアップ・キャンパス
構想の具体化

・ スタ ートアップ・エコシステム拠点都市
への支援、グロ ーバル化

・大学の知財ガバナンスの向上

・産学官連携、オ ープンイノベーション等
の促進

●人材・技術・資金の好循環促進

科学技術・イノベー ション政策を支える調査研究機能やe-CSTIによる分析機能の強化等



大学における産学連携研究の推移

経団連・経産省・⽂科
省「⼤学ファクトブッ
ク2024」より抜粋



研究：独創的な世界トップレベ
ルの研究展開による世界
的研究拠点の形成

教育：社会の中核的リーダーた
る“⾦沢⼤学ブランド⼈
材”の輩出

経営：⼈・知・社会の好循環を
作り出す持続可能で⾃律
的な運営・経営の実現



 ⺠間企業等との共同研究費
受⼊額は全国30位

東京⼤学：14,644,609千円
⾦沢⼤学： 554,578千円
・旧帝⼤系と⽐較すると教

員数が2-3倍少ない
・教員数が同じクラスの⼤

学でも遅れをとっている

令和4年度、令和3年度 ⽂部科学省「⼤学等における産学連
携等の実施状況調査」、⼤学ファクトブック2024より抜粋

金沢大学の現在地

【現状の課題1】
「⼤型共同研究」の獲得



大学と他組織間の連携制度

・共同研究 …大学/依頼者が共同で経費負担

・受託研究 …委託者が全経費を負担

・奨学寄附金…大学単独の研究に寄附

・学術コンサルティング制度…助言のみ

・共同研究講座…研究者（教員を含む）を雇
用する共同研究

・寄附講座 …大学単独の講座開設に寄附

・包括連携協定…大学と企業/市町村が連携
協定を結んで交流

数十万円か
ら数百万円
が多い

3000万円/年
以上で数年
間の契約

大型共同研究
よりも、経費
が発生しない
場合も多い

（人件費を含むことで、負担低
減・つながり強化・人材育成）



未来知実証センターの設立（2025.5 完成予定）



バイオマス・グリーンイノベーションセンターの設立（2023）



同一県内企業及び地方公共団体との
共同・受託研究の実績

【現状の課題2】
⽯川県内（恐らく

北陸地域でも）⾦
沢⼤の実績が⾼く
ない

令和4年度、令和3年度 ⽂部科
学省「⼤学等における産学連携
等の実施状況調査」より抜粋
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国立六大学における「共同・受託研究の実績」の比較

1

2

3
4

5

6



「共同・受託研究の実績」が優れた先行大学

注目される大学：
東京大学、大阪大学、
広島大学



金沢大学共同研究講座及び共同研究部門規程(抜粋)

(共同研究講座等の構成等)
第10条 共同研究講座等は，原則として少なくとも教授又は准
教授相当者1人及び准教授又は助教相当者1人の教員（いずれ
も常勤に限る。）で構成するものとする。

4 共同研究講座教員等の選考は，金沢大学教員選考基準に準
じて行うものとする。

(共同研究講座教員等の職務)
第11条 共同研究講座教員等は，当該共同研究講座等におけ
る教育研究に従事するほか，当該共同研究講座等における教
育研究の遂行に支障のない範囲内で，その他の授業又は研究
指導を担当することができる。

◎企業ニーズとのミスマッチの点
・魅力は先端技術であり、職のネームバリューではない
・企業から責任者クラスの人材を金沢常勤で縛ることは困難
・企業研究者は製品開発と特許、大学教員は学術論文



「社会実装の最速化」と「非連
続なイノベーションの創出」

現状の産学連携

⼤型共同研究で⽬指す
産学連携の⽅向性

研究成果

年

企業が資⾦を出して、⼤学
が研究開発を⾏う
・⼤学: ⾃らの研究費を得る

⼿段
・企業: 低コストな研究委託

製品開発で⾶躍的な成果(社
会課題の解決)を達成するた
めに、⼤学に投資する
・⼤学: 未来知や専⾨⼒で新

しい価値を提案
（重要：学術成果も深化）

・企業: 社会実装を加速

施設費、⼈件費の
低コストが強み

施設費、⼈件費より
も研究開発のスピー
ド感と技術⼒が強み



【分科会テーマ】

産学連携における現状と未来への取り組み

【概要・趣旨】

金沢大学では、世界トップレベルの研究展開と拠点
形成を通して、「社会との共創」や「研究成果の社会
実装」などによる社会貢献を志している。
本分科会では、本学の産学連携活動について、他大

学と比較した現状分析を報告する。現在の課題とそれ
に対する取り組み案を議論するとともに、本学の産学
連携活動へのご要望やご意見を広く伺い、産学連携に
関する大学戦略の未来像を探る。

【ステークホルダーの皆様にお伺いしたいこと】

・大型共同研究の促進に向けて本学に何が足りないか？
・本学の産学連携活動に関するご意見やご要望



■テーブル︓Ｄ■

テーマ︓総合知・未来知による社会変⾰・社会貢献を加速する取り組み



分科会テーマD

未来知による社会変革・社会貢献を
加速する取り組み

金沢大学ステークホルダー協議会（令和6年11月1日）

1. 地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS)の概要
2. 未来知実証センターについて
3. 独創的な世界トップレベルの研究、新学術創成研究機構等の

研究の紹介



⾦沢⼤学の未来ビジョン

10年後のビジョン「⾮連続なイノベーションを創出し続ける世界的拠点」に向けて

5年後 ▶⾮連続なイノベーションを創出している

アクション③
世界標準

アクション②
加速化

アクション①
多様化

アクション④
持続化

× 社会実装の
最速化

基礎研究・
融合研究の⾼度化

未来ビジョン実現へのアクション

世界標準の教育研究環境
スタートアップエコシステム

⾃⽴した経営体制
10年後 ▶⾮連続なイノベーションを創出し続ける
▶北陸地域がスタートアップ先進地となる

▶⽂理医融合の世界的研究拠点群を形成している

地域中核・特⾊ある研究⼤学強化促進事業（J-PEAKS）での⾦沢⼤学の構想

「未来知」により社会に貢献

基礎研究・
融合研究の
⾼度化

社会実装
の最速化 マネジメント

の強化

知的価値創造

▶国際頭脳循環
▶研究⽀援体制の充実

▶⾰新的な融合研究の創出
▶卓越領域増幅機能の強化

社会実装

▶社会とのインターフェイス
機能の強化

▶出⼝⽀援の強化

ガバナン
ス

▶経営戦略マネジメント
機能の強化



2.未来知実証センターについて

社会実装
スタートアップ起業
社会実装加速の拠点

（R6年度 完成・稼働）

ライフサイエンス

マテリアルサイエンス

交流

産学連携
共同研究推進

スタートアップ
起業・VC



社会実装

Startup・起業加速の拠点
他地域のVCや特許庁との連携拠点
ピッチイベント・セミナー・交流会

＜意義・効果＞
 国際ラボによるシーズ創出
 シーズ発掘・伴⾛⽀援の⾼度化・加速
 スタートアップの機運醸成
 スタートアップ知財の強化

知財マネジメントの強化

スタートアップ
起業

社会実装加速
の拠点

連携

未来知実証
センター

（R6年度 完成・稼働）

特許庁
連携・起業マインドを強化
するオープンスペース

3階〜4階中央ぶち抜き︕ 交流・
イベントスペースに︕「場の
⼒」を機能させる。

知と⼈材が交流・融合し、チャ
レンジマインドが創出される.

連携

（参画機関）

連携

北陸先端科学技術⼤学院⼤学
（連携⼤学）

地域中核・特⾊ある研究⼤学強化促進事業による未来知実証センター



運⽤・管理

事業認定

事業認定

株式会社
ビジョンインキュベイト

VI-１号 投資事業有限責任組合

投資ファンド
令和5年11⽉ 10⽇設⽴

（ファイナルクローズ 令和6年12⽉31⽇）継続して
募集

投資

出資

⾦融機関、証券会社、CVCなど

投資

創出・成⻑
を促進

国⽴⼤学発
スタートアップ

他のVC
協調

M&A
IPOミドルアーリーシードコンセプト

魔の川 死の⾕ ダーウィン
の海基礎研究 PoCの獲得 製品化 成⻑

量産化



⾦沢⼤学発VC設⽴の背景

和⽥隆志学⻑の強い気持ちとして、

⾦沢⼤学・北陸地域からスタートアップを増やしたい︕
スタートアップに向かう環境づくりが⼤切︕

⼤学発VCを構想︕

- ⼤学発スタートアップ、（依然）都市部以外・地⽅からは少ない.
- 地⽅振興・地域創⽣のため、⼤学の役割は⼤きいけどできていない.
- スタートアップの増加・成⻑→研究⼒強化・⾃⽴化の資⾦・地域振興.



⾦沢⼤学の⾃動運転技術をもとに2024/5に設⽴されたスタートアップ。
株式会社ビジョンインキュベイトの強⼒な⽀援をもとに、レベル４の⾃動運転の実現を⽬指す（レベル３実施済）。
2024/7 経済産業省「モビリティＤＸ促進のための 無⼈⾃動運転開発・実証⽀援補助⾦」採択。

ビジョンインキュベイとによるベンチャー・クリエーション事例



3. 独創的な世界トップレベルの研究、
新学術創成研究機構等の研究の紹介



新学術創成研究機構等の研究の紹介



✓がん幹細胞研究ユニット ✓先進がんモデル研究ユニット

✓栄養・代謝研究ユニット ✓創薬・分子プローブ研究ユニット
稲葉PI 橋内特任助教

（プロミシング
リサーチャー)
2023.10月より

小川
ユニット
リーダー
UL

三代PI

高橋
ユニット
リーダー
UL

笠原若手PI
Voon PI後藤

ユニット
リーダー
UL

井上
ユニット
リーダー
UL

がん、がん幹細胞、がん遺伝子
がん分子標的薬

がん、がん幹細胞、がん代謝
がん分子標的薬

生活習慣病、肝臓、臓器間相互作用 分子イメージング、分子プローブ、
Positron Emission Tomography (PET)

✓社会脳発達研究ユニット

西山
ユニット
リーダー
UL

新学術創成研究機構等の研究の紹介



✓がん幹細胞研究ユニット ✓先進がんモデル研究ユニット

✓栄養・代謝研究ユニット

✓創薬・分子プローブ研究ユニット

✓社会脳発達研究ユニット

新学術創成研究機構等の研究の紹介



FACS ソーティング
１細胞を取り出す

1細胞内のRNAを抽出して、
DNAに置き換え、
Polymerase chain reaction (PCR)
によって増幅する

次世代シークエンサー
によって配列を読む。
シークエンス

最先端の技術・装置
を使用

乳がんの患者様由来のがん幹細胞を一個一個に分けて、それぞれの細胞内に発現する
RNAを全部調べました＝シングルセル RNAシークエンス

Li M, Gotoh et al, J Clin Invest 2023

✓先進がんモデル研究ユニット



FXYD3を多く持っているがん幹細胞の親細胞は、治療によって死滅しないことがわかりました。

マンモグラフィー
で撮影した乳腺

FXYD3タンパク質

治療前 手術と抗がん剤治療後
死滅せず
増えてきた
がん細胞

共焦点蛍光顕微鏡で
観察

FXYD3を標的にして治療すればがんを根治できるかもしれません。

Li M, Gotoh et al, J Clin Invest 2023

✓先進がんモデル研究ユニット



基礎・橋渡し研究部⾨

子どものこころの発達研究センターの研究の紹介

⽂理融合・地域⽀援部⾨

社会性認識の分⼦メカニズム
ASD診断バイオマーカーの探索
社会性障がい改善薬としての
オキシトシン誘導体化合物の創製

マ
ウ
ス
が
中
央
に
滞

在
し
交
流
し
た
時
間

オキシトシン誘導体
化合物の⻑期持続効果

オキシトシンによるマウスの養育⾏動や夫婦間の
コミュニケーション促進

臨床・社会実装研究部⾨
MEG・MRI (fMRI)・EEGなどの
ニューロイメージング法を駆使して
知覚や認知を⽀える脳の発達を探究する

幼児⽤MEG検査や⼼理検査を中⼼に
発達障がいにまつわる⽣物学的要因と
社会的要因との関連を調査する⼦どもの脳機能計測

⼦どもの語⽤能⼒の発達・評価法、語⽤能⼒の性差や⾏動問題との関連等の研究
吃⾳等の当事者視点を盛り込んだ包括的な教育・⽀援法の開発
聴覚障害児のアイデンティティに関する研究
学校等における⽀援法の実証研究：友達づくりのPEERSプログラムほか
ASD幼児を対象とした早期療育

⾃閉症早期療育の効果検証アート活動の効果検証

国内外の研究拠点と連携

シールドルーム開発

災害復興⽀援

子どもの脳とこころの発達のメカニズムを多面的に研究し、神経発達障がいの理解
療育支援、治療に役立てることを目指しています

クロスアポイントメント活⽤による研究促進

連携
辻井正次⽒
（中京⼤）

⼈⽂系との連携

⾃治体との連携

加賀市⽴⼩学校での「好奇⼼探求の時間」
「ドラムサークル活動」開催

能登地区⼩中学校でのこころのWebアンケート、
健康講座の実施

国際共同研究：欧⽶多数、台東⼤学
（台湾）、広⻄医学院（中国）、ク
ラスノヤルスク医科⼤（ロシア）な
ど。当センターで学位を取り海外で
活躍中の者（12名）に⾦沢⼤学
Collaborative Professorの称
号を与え、交流を図っている。
NY州⽴⼤学バッファロー校⼈⼯知
能データサイエンス研究所⻑/ 国
⽴AI特別教育研究所との協働予定



輝く未来、あふれる好奇心

子どものこころの発達研究センターの研究の紹介



子どものこころの発達研究センターの研究の紹介

多分野融合による論⽂業績

医学系精神⾏動科学との連携

医学系⼩児科・⼈社学校教育系との連携

三⾕

⻲⾕

佐野

廣澤

その他、国際共著論⽂など
研究を通して、神経発達障がいの理解を促進し、当事者とその家族や関係者を取り巻く社

会に対する⽀援を新しく考え、実⾏していく⽀援者の育成を⾏っています
研究を通して、神経発達障がいの理解を促進し、当事者とその家族や関係者を取り巻く社

会に対する⽀援を新しく考え、実⾏していく⽀援者の育成を⾏っています



■テーブル︓Ｅ■

テーマ︓地域をつなぐ⼤学の役割︓能登復興を起点とした未来社会の創造



地域をつなぐ大学の役割
～能登復興を起点とした未来社会の創造～

令和６年度 金沢大学ステークホルダー協議会

ファシリテータ 篠田 隆行
佐藤 智哉

令和６年11月1日



１．金沢大学の未来ビジョン「志」の概要説明

２．状況報告と意見交換 （テーマ）

2-1 「令和６年能登半島地震」からの復興に向けた大学としての
役割と期待

2-2 地域住民が地域に限定することなく、国際性を有するために

2-3 能登復興の姿をモデルとして、人生100年時代における新た
な未来社会を創造するために

３．まとめ

本日の流れ



１．金沢大学の未来ビジョン「志」の概要





2-1．「令和６年能登半島地震」からの復興に向けた大学の役割と期待



2-1．「令和６年能登半島地震」からの復興に向けた大学の役割と期待



調査・支援活動の事例



調査・支援活動報告会の実施

第１回（2024年2月3日）

第3回（2024年7月21日）



学生によるボランティア活動



意 見 交 換

令和６年能登半島地震からの復興に向けた金沢大学への期待は？

「短期」・・・（２年後の令和７年度（2025年度）末）

「中期」・・・（５年後の令和１０年度（2028年度）末）

「長期」・・・（９年後の令和１４年度（2032年度）末）



2-2 地域住民が地域に限定することなく、国際性を有するために

金沢大学留学生らによる輪島市内の復旧支援活動



意 見 交 換

人口減少社会において、地域が持続性を維持するために国際性を
有する金沢大学への期待は？

国際的なネットワークの活用方法



2-3 人生100年時代における新たな未来社会を創造するために

北陸

北陸未来共創フォーラムとは、地
方創生に向けて、多種多様な北陸
のプレーヤーが出会い、交流する
ための「産学官金プラットフォー
ム（地域連携プラットフォー
ム）」です。

８つの分科会



2-3 人生100年時代における新たな未来社会を創造するために



2-3 人生100年時代における新たな未来社会を創造するために



自然環境や伝統文化と調和した能登ならではの持続可能社会の創造に向けて

現地でアクションを起こす人材を引き続き育成！

能登は「課題先進地域」&「可能性を持った地域」
金沢大学にとって魅力的なフィールド

未来に向けて
その①

未来に向けて
その②

より「深く」探求！

より「広く」活動！
大学研究者、プログラム修了生、起業人、関係自治体、
金融機関など、現地の濃く強いネットワーク形成を支援

能登の魅力だけではなく、課題にも正面から向き合い
現地で何ができるかを考え抜き、実践する挑戦心を育む

金沢大学能登学舎を起点にした「地域イノベーション」の舞台づくりに挑戦

2-3 人生100年時代における新たな未来社会を創造するために



意 見 交 換

人生100年時代における新たな未来社会を創造するために、
各ステージにおける学びのための金沢大学への期待は？

人生100年時代のライフステージ

ラ イ フ ス テ ー ジ

基礎

➣環境を探索し、環
境に適応する

➣生活スキルを学習
し、発達させる

➣自分のアイデン
ティティを見つける

第一線

➣リスクをとって夢
を追いかける

➣生計を立て、キャ
リアを築く

➣責任を負う
恋愛関係を発展させる

育成

➣親という立場や家
庭生活を受け入れる

➣職場で人々に助言し
たり、指導したりする

➣社会に恩返しをする

最終

➣健康と社会的関係
を維持する

➣若い世代に知恵を
分け与える

➣生活を楽しみ、幸
せに過ごす



３．まとめ

地域をつなぐための大学への期待は？
～能登復興を起点とした未来社会を創造するために～



■テーブル︓Ｆ■

テーマ︓ダイバーシティ研究環境︓理想のキャンパス



R6 金沢大学ステークホルダー協議会 分科会グループF 2024.11.1



ダイバーシティ研究環境とは

様々な個性を持つ学生・教職員が，

学修・研究・業務に際して，

志高く自らの能力を最大限に発揮できる環境

全ての学生が過ごしやすいキャンパス

国籍・障がいの有無・性別・性的指向・性自認その他の多様性を

互いに認め、理解しあえる環境

育児休業や介護休業を取得しやすい環境

etc…

（金沢大学ダイバーシティ推進宣言より）



本日の内容

1. フェムテック事業

2.トイレの改修クラウドファンディング

3.子どもを連れてこれる／親子に優しいキャンパス

4.感覚の多様性に対する環境整備



1. フェムテック事業



フェムテック事業

■Femtech（フェムテック）とは

Femtech（フェムテック）とは、Female（女性）とTechnology（テクノロジー）を

かけあわせた造語。

「生理・月経」「妊活・妊よう性」「妊娠期・産後」「プレ更年期・更年期」など

女性特有の健康課題をテクノロジーの力で解決するための製品・サービスを

指し、2025年には世界で5兆円規模の市場になると言われている。

Femtech = Female + Technology

https://www.femtech-week.jp/hub/ja-jp.html



フェムテック事業

“ふむふむフェムテック” 『思考するトイレ』
「月経、不妊、AYA世代のがん、更年期、包括的性教育、緊急避妊薬」

などに関する情報について、

女性トイレだけでなく男性トイレにも（全10か所）掲示し、

皆で女性の健康問題や自分と相手の違いを考える場とする



フェムテック事業

リプロダクティブヘルスアワード2024
「ラキャルプ賞」受賞

■「ふむふむフェムテック」概要
経済産業省 令和5年度「フェムテック等サポートサービス実証事業費補助金」採択プロジェクト。

「思考するトイレ空間」としてのフェムテック情報ステーションの構築ー大学で働く教職員と社会人

予備軍である学生に向けたヘルスリテラシー向上プログラムとフェムテック研究推進プロジェクト。

会期： 2023年10月16日 ～ 2024年2月16日

会場： 金沢大学角間キャンパス

企画： 金沢大学ダイバーシティ推進機構

キュレーション： 高橋律子

（ダイバーシティ推進担当専門業務職員）



フェムテック事業



フェムテック事業



フェムテック事業

「ふむふむフェムテック」利用者アンケート

対象： 学内教職員および「ふむふむフェムテック」利用者
回答数： 405件
調査方法： Google Formsを利用
調査日： 2024年1月22日～2月10日

Q. 回答者性別 Q. 「フェムテック」という言葉を知っていたか？



フェムテック事業

生理のPMSについて、
私が気にしていた症状を
みんなが持っていることを
知ることができた。

男性の私でもフェムテックに関して
理解することができた。
不妊などは女性の問題と思われて
きたが、男性の問題の可能性もあり、
パートナーや家族への理解を深める
ことに大いに役立つと感じた。

一年次での必修科目に
取り込むことができれば、
大学全体での認識や待遇の変化に
つながると思う。

Q. 「ふむふむフェムテック」を通して健康への理解が深まったか？

Q. 「ふむふむフェムテック」は大学の環境改善につながったと思うか？

子宮頚がんについて
健康意識を持つようになりました。
数年ぶりに検診を受けました。



フェムテック事業
■今後のフェムテック事業の取組方針

 持続可能なSRHR（セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス・ライツ※）の
取組基盤構築

 能登半島地震が発生した県の大学として、災害時の女性の健康問題等への
アプローチ
※令和7年度入学者選抜から導入される「防災・復興人材選抜」との連携も模索

 学生も積極的に巻き込み、より構成員全員が主体となる形で取組を推進

※性と生に関する健康と権利（性や身体のことを自分で決め、守ることができる権利のこと）

【連携・協力先候補】

・ユースの保健室 （若者向けに包括的性教育の活動をしている学生主体の任意団体）

・ほくりくみらい基金 （能登半島地震の女性の経験と思いに関するヒアリング調査実施）

・グロースベネフィット （生理用品の無料配布モニター「カケハシ」の会社）

・金沢市（自治体）、地元企業など



2. トイレの改修

クラウドファンディング



トイレの改修クラウドファンディング

（クラウドファンディングサービスサイト『READYFOR』より）



トイレの改修クラウドファンディング

（クラウドファンディングサービスサイト『READYFOR』より）



トイレの改修クラウドファンディング



トイレの改修クラウドファンディング

寄附金額（円） 人数

3,000 86

5,000 81

10,000 141

30,000 22

50,000 6

100,000 5
合計 3,553,000 340

第1目標
300万円

人間社会第１講義棟1階 女子トイレ・男子トイレ

人間社会3号館1階 女子トイレ



3. 子どもを連れてこれる
／親子に優しい

キャンパス



WLBアンケート（R6） 保育・学童施設に関して

■教職員の声（一部抜粋）

・ 角間地区に保育施設が必要ではないか。 （男性・50代）

・ 学内に一時預かりをしてくれる託児施設があるとありがたい。 （男性・40代）

・ 学内保育園が欲しい。 （男性・50代）

・ 角間地区に学童があれば利用したい。 （女性・ 40代）

・ 大学構内に、子どもの長期休暇中の預かり施設を設置してほしい。

（女性・40代）

・ 金沢大学ゲストハウス角間を子どもと泊まることができるようにしてほしい。

（女性・40代）

子どもをキャンパスに連れて来たい，保育・学童施設等を求める声多数



男性トイレに乳幼児のオムツ交換台や乳幼児を座らせる

器具を付けてほしい （男性・30代）

なにかあったら居室に子供を滞在させていい風潮がほしい

（男性・３０代）

子育て世代を支援したい側が
なにか行える制度があると良いと思います。
夏休みに子供を大学に連れてきたけれど、
講義に行かなければならない時に
自分の部屋でしばし面倒を見るなど。（女性・50代）

WLBアンケート（R6） 施設以外に関して



子どもを連れてこれるキャンパス

レーゲンスブルグ大学（ドイツ）・学食のキッズコーナー及び幼児用の椅子

■他大学の事例（学内備品）



子どもを連れてこれるキャンパス

■他大学の事例（学童保育）

大学名 施設名 定員 その他

名古屋大学 ポピンズアフタースクール 45名 通年

岡山大学 かいのき児童クラブ 60名程度 小学校の長期休業期間

京都大学
京都大学キッズコミュニティ
（KuSuKu）

35名
土日祝日及び小学校の
長期休業期間

山口大学 学童保育「ヤマミィ学級」 ― 小学校の長期休業中

広島大学 広島大学子どもクラブ 30名程度 小学校の長期休業中

浜松医科大学 夏季学童保育 35名 夏季長期休業期間



子どもを連れてこれるキャンパス

第一回男女共同参画セミナー（日本植物学会74回大会、春日井）より（佐々木, 2010）



子どもを連れてこれるキャンパス

第一回男女共同参画セミナー（日本植物学会74回大会、春日井）より（佐々木, 2010）



子どもを連れてこれるキャンパス

第一回男女共同参画セミナー（日本植物学会74回大会、春日井）より（佐々木, 2010）



4. 感覚の多様性に対する

環境整備



感覚の多様性とは？

感覚器や脳細胞はそれぞれの感覚に特化しており，

その分布や感受性には個人差・多様性がある



感覚過敏／感覚鈍麻

周りの音が騒がしいと
人の話が聞き取れないときがある

小さな音でも大きく感じる、
周囲の音がすべて同じ音量で聞こえる

衣服の内側のタグや着心地、
素材などが気になる

人に触れられることが苦手

マスクを着用することができない
タバコ、化粧品、人や動物の匂いなど、

特定の匂いが苦手で、
ときには気分が悪くなることもある

講義室内のマイク音の反響が大きく
気分や体調が悪くなる

白い紙に印刷された配布資料が
非常にまぶしく

直視できない／読みづらい

日光や室内光、パソコン画面などの
光がとてもまぶしく感じ、

目を開けていられなかったり、
気分や体調が悪くなったりする



センサリールーム

アクセシブルスタディルーム（筑波大学）
ノエビアスタジアム神戸
（株式会社yogibo）

https://newstsukuba.jp/35666/14/12/

音や光、ニオイなどの五感の刺激を少なくし、

聴覚・視覚など感覚過敏の症状がある人やその家族が

安心して過ごせる空間・部屋



1. フェムテック事業をどう進めるべきか？

2. トイレの改修クラウンドファンディングをどう見るか？

3. 子どもを連れてこれる/親子に優しいキャンパスを

どう思うか？

4. 感覚の多様性に対し、どの様に環境整備するか？

理想的なダイバーシティ研究環境は？
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